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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 
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２０２５年１２月１６日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合 安全対策委員会 

 
ＪＲ連合安全対策委員会は、11月 26日に電力総連、翌 27日に東

京電力ホールディングス安全考動センターを訪れ、「第 17回業種間
安全検討会」を開催した。当日は 16名の委員が出席し、労災事故防
止の取り組みなどを学ぶとともに意見交換を行った。 

 「業種間安全検討会」は、ＪＲ以外の産業や企業における安全確
立の取り組みを虚心坦懐に学ぶ機会として開催している。今回は、
近年ＪＲ産業内において、感電や墜落労災などが依然多く発生して
いることから、同種の災害に対する予防策や対策を学ぶべく、電力
総連及び東京電力ホールディングス安全考動センターを訪問した。  

 26日に実施した電力総連との意見交
換では、ＪＲ連合を代表して上村良成
会長より「電力総連の取り組みを我々
の活動にも活かしていきたい」と挨拶。
電力総連の大森勇会長代理からは「墜
落や感電については、共通の課題も多
くあると思うので、是非参考にしたい」
とご挨拶いただいた。 
 その後、電力総連の安全に関する取

り組みを学び、熱中症の対策や権威勾配がある中でのコミュニケー
ションの図り方、さらにはメンタルヘルス対策など、多岐にわたっ
て充実した意見交換を行った。  
 翌 27 日には、東京電力ホールディングス安全考動
センターを訪問し、墜落や感電などの労働災害の類型
ごとに、体感訓練を行った。「安全に絶対はない」と
いう考えのもと「体感・体験・体得」をコンセプトに
研修が構築されており、安全対策の重要性を身につけ
る方策について学んだ。  
ＪＲ連合は、引き続き安全の取り組みを一層推進す

るとともに、今回の業種間安全検討会で得られた知見
をさらなる安全構築に活かしていく。 

労災事故防止に向けた取り組みや 

関係会社との協力について意見交換 

墜落衝撃体験 

低圧短絡体験 


